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　残念なことに日本では抗菌薬の選択が誤った根拠で行われ，その結果抗菌薬の誤用が非常に多い。それは
患者に起きる感染症という現象を無視し，菌という物質を殺すことのみ（しかもインビトロで）目指してし
まったことからくる誤謬だ。
　口腔内は無菌状態ではいられない。よって，菌を殺して排除することは最初から目標にはならない。では，
何を目標にすればよいのか。感染症という現象と微生物という物質をつなぐ鍵と，考え方の要諦を教育講演
で論じたいと思う。
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